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登山界“おちこち”の人 インタビュー連載 第3回

── いまさらいうまでもなく、アルパイ
ンクライマーとして大活躍です。またア
ルパインツアーのツアーリーダーも10
数年努めています。それから企業研修の
ファシリテーター、という仕事もされてい
ます。そのファシリテーターとはなじみの
ない言葉ですが、どういう役割でしょう。
　企業研修のプログラム自体をその
会社と相談して作って、そのプログラム
を進行する役です。先生とかインストラ
クターではなく、ファシリテーターとい
う役割でやっています。誘導する人。サ
ポートする人。その人が持っている能力
を引き出す役割です。ツアー中、お客さ
まには、「主役はご参加の皆さまです。
私が皆さまをお連れするというより、日
程は決まっているけど、その中でやりた
いと思ったことや興味のあることは、ど
んどん質問して、可能性を追求してもら
いたい。できないことはできないって言
いますけど。」と言っているのですが、ツ
アーリーダーもファシリテーター的な
役割だと思います。
　何度もそこをトレッキングしている自
分がいままで見たことのなかったよう
な視点で、お客さまがそのツアーを見
ていることがあります。たとえば、いろん
な本を読んできて、その地域の歴史を
よくご存じの方や、自分の知らないよう
なことを知っているお客様もたくさんお
られます。何度も同じコースを経験して
きた自分自身が、お客さまから気づか
されることがけっこうあります。だから、
「私も含めて、新しいものをいっぱい
発見しながら、ツアーをしましょう。」っ
て案内しています。

── アルパインのお客さまは、事前にト
レーニングやその地域について調べて
くる方々も多く、それが山仲間意識を醸
し出して、ツアーそのものの良質化につ
ながっていると感じています。
　キリマンジャロ登山に参加されたお
客さまですが、ヘミングウェイを若いと
きに読んで、登山をやっていたわけで

はないのですが、キリマンジャロに登り
たくなり、アルパインツアーに問い合わ
せたところ、いきなりキリマンンジャロ
ではなく、キナバル山を勧められて行っ
てみたら、自分の力が足りないことに気
づいて、1年間トレーニングをしてキリ
マンジャロ登山に参加して、ウフルまで
ちゃんと登ったお客さまがおられまし
た。そういう話を聞くとうれしくて、絶対
に一緒に登りましょう、という気持ちに
なります。
　それから海外の山旅の魅力は、登山
だけでなく、その土地の人々や風土にも
触れることができるところです。旅的な
要素も含まれていて、キリマンジャロな
らサファリとか、ちょっとお金や時間は
かかっても、どうせ行くなら、その国のこ
とをもっと知りたいと思います。ですから
自分の遠征登山でも岩や雪や氷を登っ
て登頂して、下ってくるだけでは嫌なの
です。山麓やアプローチも大切にしたい
と思っています。

── 2001年のマッキンリーが最初
の海外登山でしょうか。それから立
て続けに、エベレスト清掃登山に参
加し、2004年はゴールデンピーク

（7027m）北西稜とライラ（6200m）
東壁、翌年ムスターグアタ、シブリンと
つづき、2006年マナスル（8163m）、
2007年エベレスト、これはチベット側
の北壁。2008年のカメット（7756m）
では未踏の南東壁を初登攀し、女性で

は初めて、「第17回ピオレドール賞（金
のピッケル賞）を受賞しました。
　もちろん、「壁」とか「頂」が目標です
が、そこに至るアプローチに私はとても
興味を持っています。その土地の独特
の文化や宗教や風習を軽んじたくはな
いのです。とくにヒマラヤは、高い山々の
中にまでそこで生活している人がいま
す。マナスルも初登頂のころは、なんで、
こんなところに外国人がやってくるの
か、とまったく理解してもらえなかったと
思います。おまえらが来たから、雪崩が
起こるなんて言われることだってあった
でしょうし、今でもネパールの山奥には
そういう信仰心が息づいているのでは
いでしょうか。

── 4月25日午前11時55分（現地）ご
ろに発生した、ネパール大地震は衝撃的
でした。谷口さんのグループ（アンナプ
ルナ・サーキット）は、マナンの手前で地
震にあいました。本社の対策本部からは
谷口さんとなかなか直接連絡がとれま
せんでした。
　地震があったのはマナンの少し下の
村の平地でだだっぴろい場所でした。
建物のような揺れるもののないところで
したが相当に長かったので、地震国の
日本人としての直観ですが、大きな規
模の地震だと感じました。地震直後か
ら、シェルパたちが電話をかけてもまっ
たくつながりませんでした。そこで、次の
村まで行きました。次の村は電気もな
く、ちょっとしたパニックになっていて、
ロッジやお店はすべて閉めていました。
みんな外に出てきて今日は仕事してい
る場合ではないというような雰囲気で

山の世界の彼方此方で活躍されている人 を々たずね、「そうだったのか。」を聞き出します。
日本を代表するクライマーで、ATSツアーリーダーの谷口けいさんの登場です。

▲トロンパス手前のハイキャンプ（4,925m）で。
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した。でも、ひとつのロッジが受け入れて
くれて、ソーラの電気もあったので、充
電させてもらって電話できました。発生
から5時間後くらいにやっと本社と直接
連絡がとれました。
　本社の対策本部やサーダーたちとも
協議して、トロンパスを越えてジョムソン
に抜けるほうが交通機関を考えれば安
全だと判断しました。トロンパスは、もと
もと落石のある場所なのですが、地震
による落石はなかったように思います。
情報が少ないので、すれ違うトレッカー
や地元の人たちにはすべて話を聞い
て、道の状況や地震のときのことなど情
報収集しながら進みました。本隊より数
時間早く、シェルパを先行させてから本
隊がつづいて進みました。2,3日進んだ
ところで、こちら方面には大きな障害も
何もなく、本社からの情報で、エベレスト
BCでの雪崩発生やカトマンズ市内の
被害が大きいことがわかってきたので、
町に下るより自分たちのいる場所が平
穏だったこともあり、日程どおりジョムソ
ンに抜けるという判断に確信をもてるよ
うになりました。

── エベレスト街道のグループの人た
ちはパグディンでランチをとっていると
きに地震にあいました。結局、エベレスト
のグループは、雪崩があったベースキャ
ンプなどから大挙してトレッカーやクラ
イマーが下山してくることが予想されま
した。カトマンズ市街が混乱していると
いっても、ルクラからの山岳フライトもあ
るため、足止めになって下山できない可
能性が大きく、引き返すことにしました。
　アンナプルナ方面（一周コース）はト
レッカーが少なかったので、エベレスト
街道のような大混乱はありませんでし
た。エベレスト街道は人気コースで、ト
レッカーや登山者も多いので、地震が
起きて混乱していることは想像できま
した。
　ポカラからカトマンズにもどるのです
が、さまざま情報があって、ポカラは非
常に込み合っているというような情報も
ありました。ポカラの市街地は、ひび割
れ以外には倒壊した家はなく、亡くなっ
た人も一人もいないということでした。
電気も水道もいつもどおり供給されて

いるのに、観光客がいなくなって、これ
からどうしよう、とホテルの人たちは嘆い
ていました。
　カトマンズにもどってから、観光客が
多いタメル地区を駆け足で見てきたの
ですが、中には倒れている家もあるので
すが、密集しているので隣の建物によ
りかかっているという状況でした。相当
古いレンガの家は壊れていました。ダル
バール広場は、ひどいことになっていま
した。でも不幸中の幸い、と思うのは、
大きな地震にもかかわらず、地震による
火災の二次災害がほとんどなかったこ
とです。日本のように都市ガスではなく
家ごとに小さなプロパンなどを使ってい
るので、火災が起きなかったのではな
いかと思います。道路もいっさい問題な
かったです。旧王宮の外壁がすべて崩
れていました。王宮の中にはさらに壁が
ありますが。その中に多くの人たちがテ
ントを張っていました。

── 地震の後、現地の手配会社には、ア
ルパインツアーがトレッキングで使って
きたテントをすべて被災した人たちに放
出してほしいと連絡しました。その後、カ
トマンズにストックしていた食料も、全
部放出したと報告がありました。多少な
りともトレッキング装備が役に立ったと
思います。
　家屋崩壊の被害ではテントは必需
品です。カトマンズ空港では多くの支援
物資を見ました。食べ物やテントなどで
す。各国からの支援要員と支援機材が
たくさん集まってきて、滑走路が狭いた
め、定期便の国際線のスケジュールが
乱れていました。こういうときにネパー
ルにもう一つ国際空港があればと思い
ます。

── この秋に計画している、カンチェン
ジュンガ近くの山の登攀は予定どおりで
すね。
　行きますよ。山はまだ最終確定してい
ませんが、カンチェンジュンガ・エリアに
決めています。おそらく地震の影響は大
丈夫だとは思いますが・・・。ただ、今回
ポカラで会った、地震の調査に来てい
た人の話では、絶対に大丈夫だと思っ
ていた、チトワンでも被害があったと

いっていたので、わからない部分もあり
ます。
　私の知人でも4チームくらいがネパー
ルの遠征登山を計画しています。いろん
な援助のかたちがあると思いますが、
山をやる人はまずは山にでかけてみな
いとはじまらないと思います。カンチェン
ジュンガは遠いので、アプローチの過程
で出会う人もいっぱいいると思います。
地震のときの話などを聞きながら、その
地域の復興の様子など知ることも意義
深いと思っています。
　今回ネパールにご一緒した人たち
も、ぜひまた、来たいとおっしゃってくれ
ました。ツアーリーダーとして、「また行き
たい。」という言葉をいただけることはほ
んとうにうれしいです。地震で困窮して
いる観光立国ネパールの復興にすこし
でも役立てるよう、ネパールヒマラヤの
魅力を訴えていきたいと思います。

（インタビューおわり）

■観光立国ネパールの復興に向けて
　ヒマラヤトレッキングは観光立国ネ
パールにとって外貨獲得のための重要
産業に育っています。東日本大震災を経
験した日本では、東北の復興にとって観
光がその土台になる、と旅行業界は声
を大にして言い、当社も支援活動をおこ
ないました。当時は遊興自粛の気運が
非常に強く、東北の人が被災している
のに旅行ができるかという声も大きかっ
たのです。そのうちに“南部美人”をは
じめとする、東北の酒蔵が、「東北のお
酒で花見をしてほしい。」と言いだして
くれたことで沈んだ雰囲気を払拭して
くれたのだと思います。谷口けいさんと
話しているとネパールは必ず立ち直る、
そのために自分らがいつもと同じように
ヒマラヤを登るのだ、という心意気が伝
わってきます。
　創業以来強い絆で結ばれてきたネ
パールの一日も早い復興の一助となる
ために、私たちはトレッキング産業の復
活で力強く支援してまいります。

（平成27年5月13日　聞き手：黒川 惠）

次ページに「ネパール大地震救援
募金」の案内を掲載しております。


